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以
下
の
論
文
は
昨
年
秋
の
日
本
独
文
学
会
研
究
発
表
で
の
『
一
九
六
八
年
以

降
の
西
ド
イ
ツ
の
文
学
と
社
会
』
と
い
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
発
表
し
た
原
稿
に

手
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

文
学
産
業
Ｐ
言
国
言
吾
①
三
号
）
と
い
う
よ
う
な
、
お
よ
そ
融
合
し
そ
う
も

な
い
、
文
学
と
産
業
と
い
う
合
成
語
を
研
究
対
象
と
す
る
こ
と
自
体
が
、
文
学

の
今
日
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
雄
弁
に
語
っ
て
い
る
。
経
済
・
社
会
・
歴
史
な

ど
外
的
要
因
に
よ
っ
て
も
条
件
づ
け
ら
れ
て
い
る
文
学
の
産
業
化
、
工
業
化
が

進
む
に
つ
れ
て
、
文
学
と
産
業
は
対
等
で
は
な
く
な
り
、
後
者
の
産
業
の
方
へ

力
点
が
移
っ
て
行
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。
【
ｇ
己
は
こ
の
こ
と
を
「
文
学
と
市

場
、
芸
術
と
産
業
の
よ
、
フ
な
概
念
を
結
合
す
る
こ
と
に
抵
抗
が
あ
る
の
は
、
ブ

ル
ジ
ョ
ワ
的
で
、
個
人
主
義
に
基
づ
く
、
教
養
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
、
ブ
ル
ジ
ョ

ワ
的
か
つ
資
本
主
義
的
で
、
メ
デ
ィ
ア
の
膨
脹
に
よ
っ
て
、
経
済
に
条
件
づ
け

ら
れ
た
文
学
生
産
の
弁
証
的
連
関
を
見
抜
く
こ
と
の
困
難
さ
か
ら
来
て
い
る
」

と
書
い
て
い
る
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
受
容
完
Ｒ
ｇ
は
目
）
を
共
通
の
テ
ー
マ
に
持
っ
て
い
た

が
、
文
学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
考
え
る
場
合
、
作
品
解
釈
と
か
閃
９
９
は
目

だ
け
を
問
題
に
す
る
の
は
片
手
落
ち
で
あ
る
。
受
容
を
問
題
に
す
る
な
ら
、
生

一
九
六
八
年
以
降
の
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
文
学
産
業
ｌ
‐
ｌ
管
理
さ
れ
た
書
籍
（
楠
根
重
和
）

一
九
六
八
年
以
降
の
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
文
学
産
業
ｌ
管
理
さ
れ
た
書
籍

産
（
卑
呂
烏
は
ｇ
）
も
、
ま
た
分
配
ｅ
厨
三
宮
画
目
）
も
問
題
に
せ
ざ
る
を
得
な

２

い
・
こ
れ
は
己
言
耳
一
女
史
の
鋭
い
指
摘
で
あ
る
。
確
か
に
、
生
産
や
分
配
が
な

け
れ
ば
受
容
も
存
在
し
な
い
。
受
容
理
論
が
読
者
と
作
品
と
の
間
の
文
学
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
理
論
で
あ
り
、
文
学
の
大
衆
化
を
追
認
し
た
も
の
だ
、
と

い
う
単
純
化
が
許
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
文
学
産
業
を
研
究
す
る
こ
と
は
、
そ
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
他
の
フ
ァ
ク
タ
ー
に
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
に
他
な
ら

ず
、
広
い
意
味
で
、
受
容
理
論
を
補
強
す
る
も
の
と
考
え
れ
る
。

文
学
産
業
と
い
う
非
常
に
平
凡
な
言
葉
を
使
う
こ
と
自
体
に
、
文
学
を
「
美

３

の
パ
ラ
ダ
イ
ス
」
か
ら
追
放
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
感
じ
取
ら
れ
、
三
片
言
一
の

４

「
文
学
に
対
す
る
死
刑
判
決
」
と
と
も
に
、
背
後
に
六
八
年
の
反
体
制
の
気
分

が
読
み
取
れ
る
。
な
る
ほ
ど
『
生
産
者
と
し
て
の
文
学
者
』
と
い
う
閃
自
首
日
旨

の
一
九
三
四
年
の
論
文
も
、
字
面
は
文
学
・
産
業
と
い
う
二
つ
の
語
を
持
っ
て

い
る
が
、
今
日
的
な
意
味
で
の
文
学
産
業
研
究
と
は
内
容
を
異
に
し
て
い
る
。

こ
の
論
文
に
は
「
一
九
六
八
年
以
降
の
」
と
い
う
条
件
が
つ
い
て
い
る
が
、

文
学
の
産
業
化
そ
れ
自
体
は
連
続
的
な
現
象
で
あ
っ
た
ろ
う
し
、
六
八
年
に
突

如
新
し
い
事
態
が
生
じ
た
と
も
思
え
な
い
が
、
文
学
産
業
と
い
う
テ
ー
マ
が
ひ

ん
ぱ
ん
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
が
七
○
年
以
降
、
文
学
産
業
と
い
う
合
成
語
が

楠

根
重

和一
四
七
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辞
書
に
登
場
す
る
の
は
七
○
年
代
後
半
、
こ
れ
か
ら
触
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
文

学
の
大
衆
化
、
産
業
化
、
そ
れ
に
対
抗
す
る
動
き
、
作
家
の
意
識
の
変
化
、
作

家
同
盟
結
成
、
労
働
組
合
加
入
、
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
ー
を
重
ね
て
行
く
と
、
一

九
六
八
年
を
一
つ
の
区
分
り
と
し
て
使
う
こ
と
が
、
さ
ほ
ど
妥
当
性
の
欠
い
た

も
の
で
は
な
い
と
言
え
る
。

書
籍
と
い
う
も
の
が
西
ド
イ
ツ
経
済
全
体
の
中
で
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め

て
い
る
か
を
示
す
た
め
に
、
雲
房
協
呂
と
甸
○
言
冨
民
の
二
人
は
一
九
七
三
年

度
に
お
い
て
、
そ
の
生
産
額
を
洗
剤
や
女
性
下
着
の
そ
れ
と
比
較
し
、
大
体
匹

５

敵
で
き
る
、
と
指
摘
し
た
。
最
も
日
常
的
な
消
費
材
と
「
精
神
的
」
な
書
籍
と

を
同
一
レ
ベ
ル
で
論
じ
よ
う
と
す
る
態
度
か
ら
、
こ
の
著
者
、
君
厨
３
己
（
一
九

四
五
年
生
ま
れ
）
、
甸
○
言
富
民
（
一
九
四
二
年
生
ま
れ
）
の
二
人
が
、
六
八
年
の

反
体
制
運
動
の
世
代
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
取
れ
る
か
も
知
れ
な
い
・

西
ド
イ
ツ
の
書
籍
年
間
発
行
点
数
（
新
刊
と
再
版
を
含
む
）
は
統
計
の
取
り

方
で
幅
が
あ
り
、
（
例
え
ば
ユ
ネ
ス
コ
の
統
計
で
は
四
ぺ
Ｉ
ジ
以
の
も
の
を
本
と

し
て
い
る
の
に
反
し
、
西
ド
イ
ツ
で
は
四
九
ペ
ー
ジ
以
上
を
本
と
定
義
し
て
い

る
）
確
実
な
こ
と
は
言
え
な
い
が
、
低
く
見
積
っ
て
も
、
五
～
六
万
冊
あ
り
、

ソ
連
、
ア
メ
リ
カ
に
つ
い
で
世
界
第
三
位
、
ソ
連
の
発
行
点
数
に
は
相
当
数
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
類
が
含
ま
れ
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
は
最
近
発
行
点
数
が
減
っ
て

お
り
、
実
質
は
世
界
一
、
二
だ
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
『
数
で
見

６

た
本
と
出
版
一
九
八
四
年
』
か
ら
の
統
計
を
最
後
に
掲
げ
て
お
く
。
表
㈲
参
照

け
れ
ど
も
こ
れ
ら
の
統
計
は
発
行
点
数
だ
け
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、

実
際
の
発
行
部
数
の
総
合
計
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
西
ド
イ
ツ
に
は
、
甸
巴
閂
，

房
早
宛
吊
憲
に
よ
れ
ば
、
二
、
○
○
○
の
出
版
社
、
三
、
八
○
○
軒
の
書
店
、

７

三
○
○
、
○
○
○
冊
の
供
給
可
能
な
タ
イ
ト
ル
が
あ
り
、
聾
昌
閉
に
よ
れ
ば
、

一
九
六
八
年
以
降
の
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
文
学
産
業
Ｉ
管
理
さ
れ
た
書
籍
（
楠
根
重
和
）二

五
、
○
○
○
人
の
著
者
、
こ
の
内
定
期
的
に
出
版
し
て
い
る
作
家
は
三
、
○

８

○
○
人
、
文
筆
業
だ
け
で
生
活
で
き
る
の
は
、
一
○
○
人
程
度
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
数
字
を
頭
に
入
れ
て
、
ま
ず
最
初
に
生
産
の
方
に
目
を
向
け
る
と
、
出
版

社
の
資
本
の
集
中
、
系
列
化
が
目
に
つ
く
。
書
籍
の
出
版
は
ご
く
少
数
の
出
版

コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
、
例
え
ば
閃
国
司
厨
目
自
国
グ
ル
ー
プ
、
（
こ
の
中
に
は
、
⑦
○
昼
‐

昌
自
Ｐ
雪
閉
ａ
２
扇
９
国
ぐ
里
括
》
⑦
号
百
》
四
目
ぐ
巴
里
な
ど
が
含
ま
れ

る
）
、
や
国
○
言
匡
旨
呉
グ
ル
ー
プ
、
（
こ
の
中
に
は
、
蜀
涜
９
国
》
宛
○
君
呂
岸
．

肉
ロ
目
角
肋
冨
乏
言
侭
》
〆
三
需
扉
ｐ
ｇ
①
日
田
な
ど
が
入
っ
て
い
る
）
に
独
占
さ

れ
て
い
る
。
切
角
毎
房
目
四
口
ロ
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
が
ど
れ
ほ
ど
巨
大
な
企
業
で
あ
る

か
を
、
出
川
氏
の
『
物
語
世
界
の
書
籍
出
版
社
』
と
い
う
本
か
ら
見
て
み
る

と
、
こ
の
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
は
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
書
籍
見
本
市
命
巨
９
日
＄
儲
）

で
毎
年
最
大
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
催
す
こ
と
で
有
名
で
あ
り
、
新
聞
、
雑
誌
、

書
籍
、
印
刷
、
製
本
、
配
本
、
販
売
、
テ
レ
ビ
、
映
画
、
レ
コ
ー
ド
、
ビ
デ
オ
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
な
ど
に
進
出
し
、
傘
下
に
は
ア
メ
リ
カ
最
大
の
ぺ
Ｉ
パ
ー

バ
ッ
ク
で
あ
る
バ
ン
タ
ム
社
を
は
じ
め
、
他
五
○
社
を
欧
米
各
地
に
有
し
、
従

業
員
一
万
五
千
人
、
年
間
売
上
げ
、
一
兆
二
千
億
円
、
世
界
最
大
の
出
版
コ
ン

９

ツ
ェ
ル
ン
で
あ
る
。
出
版
社
の
集
中
化
に
関
し
て
は
『
数
で
見
た
本
と
出
版
一

九
八
四
年
』
か
ら
の
統
計
を
最
後
に
載
せ
て
お
い
た
の
で
、
表
口
表
口
を
参
照
。

西
ド
イ
ツ
に
あ
る
約
二
、
○
○
○
の
出
版
社
の
二
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
全
体

の
売
上
げ
の
五
○
パ
ー
セ
ン
ト
、
ま
た
二
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
の
出
版
社
が
タ
イ

０

ト
ル
の
四
九
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
を
独
占
し
て
い
る
。
し
か
も
上
位
に
ラ
ン
ク
さ

れ
る
一
○
社
の
内
、
一
社
だ
け
が
ま
と
も
な
文
芸
書
會
言
信
凰
呂
需

０

Ｆ
言
国
言
己
を
出
版
し
て
お
り
、
他
の
九
社
は
実
用
書
、
娯
楽
小
説
を
発
行
し
て

い
る
。
文
芸
書
、
と
り
わ
け
高
級
な
も
の
は
、
い
わ
ゆ
る
儲
け
に
な
ら
ず
、
ま

一
四
八
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と
も
な
企
業
の
取
り
組
む
対
象
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

出
版
業
全
体
に
お
け
る
文
芸
書
の
地
位
が
低
い
こ
と
は
、
別
の
統
計
か
ら
も

読
み
取
れ
る
。
一
九
七
八
年
に
国
胃
毎
房
目
９
口
出
版
社
が
行
っ
た
調
査
、
『
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
態
度
と
本
』
（
ｖ
【
○
日
昌
巨
昌
冨
は
目
弩
田
富
岸
ｇ
匡
呂

国
巨
ｇ
八
）
に
よ
る
と
、
西
ド
イ
ツ
で
は
世
帯
当
り
、
月
二
○
マ
ル
ク
を
本
代
に
支

出
し
、
そ
の
内
二
○
パ
ー
セ
ン
ト
の
四
マ
ル
ク
を
文
芸
書
に
当
て
て
い
る
が
、

０〃

た
ぎ
し
そ
の
三
分
の
二
は
娯
楽
小
説
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

ま
た
話
を
文
芸
出
版
社
に
限
っ
て
も
、
同
じ
く
集
中
化
の
現
象
が
見
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
は
文
芸
の
発
表
の
場
と
し
て
、
限
ら
れ
た
数
の
出
版
社
し
か
対
象
に

な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
ぐ
○
昇
氏
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
『
ド
イ
ツ
語
現
代
文

学
批
判
事
典
』
（
ｖ
言
三
門
言
の
序
〆
弄
自
国
日
号
匡
誘
呂
呂
国
９
億
ｇ

⑦
侭
①
ロ
急
胃
誘
壹
の
国
冨
吋
八
）
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
作
家
の
三
分
の
一
が
言
の
堅

社
を
含
め
た
普
言
百
日
己
社
を
主
た
る
発
表
の
場
と
し
て
お
り
、
二
位
の

Ｆ
月
三
胃
冨
呂
社
は
全
体
の
四
分
の
一
、
三
位
以
下
は
霞
ｇ
ｇ
言
匡
閏
陣

三
房
ｇ
社
、
宛
○
言
○
三
社
、
璽
胃
篇
『
社
、
国
目
の
臼
社
と
続
く
。
三
位
以
下

３

は
上
位
二
社
に
大
き
く
水
を
あ
け
ら
れ
て
い
る
。
今
世
紀
最
初
の
三
分
の
一
に

占
め
て
い
た
甸
耐
呂
閂
社
の
位
置
を
、
一
九
五
○
年
に
創
立
し
た
、
若
い
普
宮
‐

床
四
日
己
社
が
占
め
て
い
る
。
こ
、
の
ポ
ケ
ッ
ト
ブ
ッ
ク
シ
リ
ー
ズ
は
、
他
の
出
版

社
で
出
さ
れ
た
も
の
、
再
版
が
多
く
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
し
て
は
、
ほ
と
ん
ど
見

る
べ
き
も
の
が
な
い
。
と
い
う
の
は
ポ
ケ
ッ
ト
版
で
は
初
版
の
数
が
多
く
、
相

当
数
捌
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
新
人
作
家
の
デ
ビ
ュ
ー
と
し
て
は

相
応
し
く
な
い
か
ら
で
あ
る
。
固
の
ｇ
①
円
社
は
国
○
冒
宮
旨
鼻
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン

に
属
し
て
お
り
、
こ
の
保
守
的
な
企
業
は
、
儲
か
ら
な
い
、
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル

ド
文
学
に
は
興
味
を
示
さ
ず
、
新
し
い
作
家
が
入
っ
て
こ
な
い
こ
と
も
、
蜀
尉
‐

一
九
六
八
年
以
降
の
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
文
学
産
業
１
１
１
管
理
さ
れ
た
書
籍
（
楠
根
重
和
）

０

ｓ
閂
社
が
衰
退
し
た
原
因
で
あ
る
。

出
版
大
手
企
業
が
文
芸
部
門
、
と
り
わ
け
高
級
な
文
学
（
言
言
匡
言
異
昌
）
か

ら
手
を
引
き
、
限
ら
れ
た
数
の
出
版
社
に
文
学
作
品
出
版
が
集
中
す
る
一
方
、

そ
れ
に
対
抗
す
る
新
し
い
出
版
社
が
出
現
し
て
い
る
。
例
え
ば
乏
括
ｇ
冨
呂

社
（
一
九
六
五
年
）
、
弓
『
房
○
三
社
（
一
九
六
七
年
）
、
君
括
ｇ
冨
呂
社
か
ら
分

れ
た
宛
三
宮
号
社
（
一
九
七
三
年
）
、
嗣
閏
訂
房
白
目
ご
社
か
ら
訣
別
し
た
、

シ
三
日
ｇ
向
島
は
○
貝
一
九
七
八
年
）
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
ま
た
そ
れ
以
外
に
も

多
く
の
ミ
ニ
出
版
社
が
出
現
し
て
い
る
。
後
者
で
有
名
な
の
は
二
○
○
一
出
版

社
で
あ
る
。

ア
ル
タ
ナ
テ
ィ
ー
フ
プ
レ
ッ
セ
誕
生
の
年
と
さ
れ
る
一
九
六
八
年
以
降
、
霧

し
い
ア
ル
タ
ナ
テ
ィ
ー
フ
出
版
社
が
出
現
し
た
。
一
九
八
○
・
八
一
年
度
の
『
ア

０

ル
タ
ナ
テ
ィ
ー
フ
文
学
手
引
書
』
（
ｖ
国
四
呂
言
９
号
『
号
三
の
９
名
国
ｇ
侭
ｇ

里
毎
日
胃
ご
ｇ
Ｐ
詳
閂
異
貝
八
）
に
よ
れ
ば
、
九
○
の
出
版
社
、
二
○
○
人
の
作
家

が
名
簿
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ア
ル
タ
ナ
テ
ィ
ー
フ
の
人
々
は
フ
ラ
ン
ク
フ
ル

ト
の
書
籍
見
本
市
に
対
抗
す
べ
く
、
反
書
籍
見
本
市
（
⑦
品
ｇ
言
９
日
①
膀
巴
を

同
じ
期
間
中
に
開
催
し
て
気
勢
を
上
げ
て
い
る
が
、
ア
ル
タ
ナ
テ
ィ
ー
ヴ
ェ
か

ら
見
た
「
体
制
側
」
が
初
版
物
で
、
年
間
五
○
、
○
○
○
～
六
○
、
○
○
○
タ

イ
ト
ル
も
発
行
し
て
い
る
の
に
、
代
替
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
る
ア
ル
タ
ナ

テ
ィ
ー
ヴ
ェ
が
、
雑
誌
を
含
め
て
年
間
、
六
○
○
～
七
○
○
タ
イ
ト
ル
ほ
ど
で
、

今
後
ど
の
よ
う
な
変
遷
を
挙
げ
る
か
予
想
は
で
き
な
い
が
、
ま
だ
現
在
の
と
こ

ろ
は
大
海
の
一
滴
で
あ
り
、
こ
ゞ
で
は
出
版
業
の
集
中
化
に
逆
行
す
る
動
き
の

一
つ
と
し
て
ア
ル
タ
ナ
テ
ィ
ー
フ
出
版
の
こ
と
に
言
及
す
る
だ
け
に
と
ぎ
め
て

お
ノ
く
、
。
出
版
社
と
の
関
連
で
是
非
と
も
触
れ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
ブ
ッ
ク

一
四
九
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ク
ラ
ブ
の
存
在
で
あ
る
。
日
本
に
は
こ
の
シ
ス
テ
ム
が
根
付
か
な
か
っ
た
が
故

に
、
と
り
わ
け
顕
著
な
現
象
で
あ
る
。
年
間
最
低
四
冊
、
ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
の
出

版
物
を
引
き
受
け
る
こ
と
を
条
件
に
、
定
価
の
四
○
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
で
本
を

手
に
入
れ
る
こ
と
の
で
き
る
こ
の
商
法
は
、
ド
イ
ツ
の
各
階
層
に
そ
の
メ
ン

バ
ー
を
持
っ
て
い
る
。

こ
の
分
野
に
お
い
て
も
資
本
の
集
中
化
が
著
し
い
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
五

○
年
代
半
ば
に
は
、
八
五
社
も
あ
っ
た
の
に
、
六
七
年
に
は
一
七
社
、
七
五
年

１０

に
は
一
○
社
に
激
減
し
て
い
る
。
こ
の
現
存
す
る
ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
の
中
で
、
な

ん
と
言
っ
て
も
我
々
の
関
心
を
ひ
く
の
は
『
読
書
の
輪
』
（
ｖ
Ｆ
＄
①
風
晨
八
）
と

い
う
ク
ラ
ブ
を
主
軸
に
し
た
国
閏
話
房
冒
目
目
系
の
ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
（
会
員
数
四

五
○
万
人
）
と
、
『
ド
イ
ツ
書
籍
連
合
』
（
ｖ
己
２
諒
呂
閏
切
言
意
『
言
呂
八
）
を

中
心
と
す
る
、
国
○
言
耳
旨
民
系
の
ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
（
会
員
数
一
六
五
万
人
）
で

あ
る
。
こ
の
二
つ
で
市
場
の
九
○
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
。
国
閏
毎
房
日
目
ご

社
は
国
内
は
も
と
よ
り
、
欧
米
各
地
に
ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
を
持
っ
て
、
「
世
界
大
帝

側
国
」
を
形
成
し
て
い
る
。
一
九
六
九
年
に
は
日
本
に
進
出
し
た
が
、
定
着
で
き

な
か
っ
た
。
け
れ
ど
も
そ
の
時
の
日
本
の
出
版
界
の
危
機
感
は
大
き
く
、
黒
船

を
迎
え
撃
つ
べ
く
、
同
じ
年
に
、
『
全
日
本
ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
』
が
生
ま
れ
た
ほ
ど

で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
が
西
ド
イ
ツ
に
定
着
す
る
理
由
の
一

つ
と
し
て
宛
８
凰
易
ご
ｌ
月
旦
巨
信
は
、
本
を
安
く
提
供
す
る
こ
と
、
文
化
的
生

活
へ
の
参
加
、
文
化
的
ス
テ
ー
タ
ス
を
廉
価
に
与
え
て
い
る
か
ら
だ
と
し
て
い

⑬る
。
も
う
一
つ
別
の
理
由
と
し
て
、
全
国
に
三
、
○
○
○
軒
し
か
書
店
が
な
い

が
、
そ
の
代
わ
り
ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
の
発
達
し
た
ア
メ
リ
カ
の
例
か
ら
推
察
で
き

る
よ
う
に
、
西
ド
イ
ツ
に
書
店
が
少
い
こ
と
か
ら
来
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
西

ド
イ
ツ
の
三
、
八
○
○
店
に
対
し
て
、
日
本
に
は
二
万
三
、
○
○
○
軒
も
あ
る
。

一
九
六
八
年
以
降
の
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
文
学
産
業
‐
１
１
管
理
さ
れ
た
書
籍
（
楠
根
重
和
）（

も
っ
と
も
最
近
の
日
本
の
本
屋
は
少
数
の
例
外
を
除
い
て
は
コ
ミ
ッ
ク
ス
、

雑
誌
、
文
庫
本
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
、
そ
れ
に
実
用
書
し
か
置
い
て
い
な
い
。
）
こ

の
こ
と
か
ら
人
口
二
万
人
以
下
の
小
さ
な
町
に
、
ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
の
会
員
の
割

合
が
特
に
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
の
説
明
が
つ
く
。
と
こ
ろ
が
こ
、
で
問
題
と

な
る
こ
と
が
あ
る
。
ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
が
取
り
扱
、
フ
タ
イ
ト
ル
は
せ
い
ぜ
い
五
○

○
～
七
○
○
ど
ま
り
で
あ
り
、
一
般
の
書
店
が
扱
う
一
○
○
、
○
○
○
～
三
○

○
、
○
○
○
タ
イ
ト
ル
と
は
大
違
い
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
い
っ
た
ん
ブ
ッ

ク
ク
ラ
ブ
の
選
択
本
に
採
用
さ
れ
る
と
、
た
ち
ま
ち
五
○
万
部
、
時
に
は
一
○

○
万
部
を
越
え
る
こ
と
も
ま
れ
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
書
籍
に
関
す
る
操
作

が
容
易
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
驚
く
べ
き
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
ブ
ッ

ク
ク
ラ
ブ
が
、
と
い
っ
て
も
実
質
上
は
上
位
二
社
の
こ
と
で
あ
る
が
、
量
的
に

は
西
ド
イ
ツ
で
取
引
き
さ
れ
て
い
る
書
籍
の
三
分
の
一
に
関
与
し
て
い
る
事
実

で
あ
る
。

次
に
生
産
に
加
わ
っ
て
い
る
作
家
を
中
心
に
見
て
み
る
と
、
作
家
は
ド
イ
ツ

語
で
は
種
々
な
単
語
で
言
い
表
わ
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
中
の
一
つ
に
、
自

由
文
筆
家
寄
凰
国
粋
宮
澤
巽
呈
閂
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
面
白
い
言
廻
し
だ
と
思

、
フ
が
、
ど
、
フ
し
て
わ
ざ
わ
ざ
坤
凰
と
い
う
言
葉
を
付
加
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

Ｆ
画
詳
日
四
邑
邑
に
よ
れ
ば
こ
の
前
に
置
か
れ
て
い
る
卑
凰
言
詳
は
、
ぐ
○
鴇
寄
凰
‐

剛

冨
詳
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
同
じ
趣
旨
の
こ
と
を
⑦
３
筋
は
一
九
六
八
年
に
次

の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。
洋
風
と
、
ぐ
品
の
寄
凰
の
言
葉
遊
び
の
た
め
に
訳
出
で

き
な
い
の
で
原
語
の
ま
、
引
用
す
る
と
、

〉
○
．
の
ｏ
壷
α
国
①
甸
涛
毎
。
。
Ｑ
の
の
洋
風
①
Ｐ
す
の
Ｎ
耐
琶
匡
口
ｍ
の
ぎ
①
品
①
ぐ
○
ぬ
堅
坤
の
厨
国
々
・
①
の
匡
邑
煙
亨

彦
醒
己
哩
帰
口
》
富
凰
呂
宮
口
鴨
言
国
陥
ぐ
ｏ
邑
号
『
喧
国
号
彦
睡
ご
函
侭
天
国
庁
“
ず
彦
醒
己
個
帰
邑
の
ｇ
『
毒
‐

似

異
里
房
厨
）
す
①
凶
①
彦
匡
口
胸
の
言
①
厨
①
ロ
旨
彦
房
刷
．
〈

⑦
国
閉
は
自
由
文
筆
家
の
自
由
と
い
う
の
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
だ
と
言
い
切
っ

一
五
○
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”

て
い
る
。
の
呂
言
ｇ
ｍ
９
は
そ
れ
を
「
死
滅
し
つ
つ
あ
る
職
業
』
と
言
う
。
ま
た

少
ｓ
ｏ
己
は
自
分
の
論
文
の
タ
イ
ト
ル
を
、
『
と
ん
で
も
な
い
神
風
業
、
別
名
い
わ

”

ゆ
る
自
由
文
筆
家
・
批
評
家
』
と
名
付
け
て
い
る
。

作
家
の
身
分
が
こ
、
で
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
不
安
定
で
あ
る
の
は
、
作

家
が
自
由
人
で
あ
る
と
い
、
フ
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
囚
わ
れ
、
ナ
チ
ス
の
御
用
組
合

で
あ
る
『
ド
イ
ツ
作
家
帝
国
組
合
』
（
ｖ
殉
国
ｇ
閉
蔚
冨
己
己
呂
誘
呂
閏
粋
胃
澤
‐

輿
皇
国
八
、
略
し
て
宛
己
辺
へ
の
強
制
加
盟
へ
の
反
動
と
し
て
、
連
帯
す
る
こ
と

を
拒
み
、
利
益
を
代
表
す
る
「
ロ
ビ
ー
」
を
政
界
に
持
た
な
か
っ
た
た
め
に
、

確
か
に
坤
凰
で
あ
っ
た
が
そ
れ
は
実
は
、
ぐ
○
需
弄
里
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
こ
の
反
省
の
も
と
に
、
一
九
六
九
年
六
月
九
日
に
ケ
ル
ン
で
、
戦
後
初

め
て
全
国
的
な
レ
ベ
ル
で
の
『
ド
イ
ツ
作
家
同
盟
』
（
ｖ
く
国
富
己
号
三
の
ｇ
閂

湾
宮
澤
巽
里
閏
八
、
略
し
て
ぐ
聖
が
結
成
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
の
く
の
に
先
行

す
る
作
家
同
盟
に
比
べ
て
、
作
家
の
文
学
性
、
倫
理
、
政
治
傾
向
な
ど
と
い
っ

た
問
題
は
ひ
と
ま
ず
措
い
て
、
む
し
ろ
作
家
が
労
働
者
、
も
し
く
は
「
労
働
者

”

に
近
似
す
る
存
在
」
で
あ
る
と
の
共
通
の
認
識
の
も
と
に
、
職
業
、
法
律
、
経
済
、

社
会
厚
生
上
の
利
益
を
追
求
す
る
こ
と
が
全
面
に
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

に
、
そ
の
特
徴
が
あ
る
。

一
九
六
九
年
の
大
会
で
は
粋
胃
澤
巽
呈
閏
と
い
、
フ
エ
リ
ー
ト
的
ニ
ュ
ア
ン

ス
の
あ
る
言
葉
よ
り
も
、
も
っ
と
中
立
性
を
も
っ
た
シ
三
○
『
と
い
、
フ
言
葉
が
好個

ま
れ
、
ま
た
「
言
語
版
権
所
有
者
二
三
日
言
ｓ
ｇ
ｇ
と
い
う
言
葉
も
使
わ
れ
た
。

一
九
七
○
年
三
月
二
○
～
二
三
日
の
第
一
回
作
家
会
議
で
は
、
作
家
を
独
立

し
た
創
造
者
と
定
義
す
る
の
で
は
な
く
、
「
私
的
企
業
や
公
的
機
関
に
属
す
る
版

”

権
所
有
者
」
と
定
義
し
、
「
一
匹
狼
の
連
帯
」
が
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
さ
れ
た
。

作
家
業
は
ほ
と
ん
ど
専
業
と
し
て
は
成
立
せ
ず
、
最
初
の
と
こ
ろ
で
述
べ
た

一
九
六
八
年
以
降
の
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
文
学
産
業
１
１
管
理
さ
れ
た
書
籍
（
楠
根
重
和
）

よ
』
７
に
、
二
五
、
○
○
○
人
中
一
○
○
人
程
度
し
か
専
業
と
し
て
生
活
で
き
な

い
と
い
う
こ
と
を
思
い
起
し
て
い
た
霞
き
た
い
。
収
入
も
不
安
定
で
、
老
後
の

保
証
も
な
い
。
そ
こ
で
く
め
は
少
し
長
び
き
は
し
た
が
国
会
を
動
か
し
て
、
一
九

七
二
年
九
月
に
、
公
的
な
図
書
館
が
本
を
一
冊
貸
し
出
す
度
に
、
図
書
館
の
設

置
者
か
ら
一
○
フ
ェ
ニ
ヒ
を
納
め
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
こ
う
し
て
集
め

た
金
の
半
分
を
作
家
に
還
元
し
、
半
分
は
作
家
の
た
め
の
社
会
保
険
の
基
金
と

し
た
。
こ
れ
は
実
際
に
売
ら
れ
た
本
の
数
よ
り
も
、
図
書
館
で
利
用
さ
れ
た
度

数
の
方
が
多
く
、
著
作
権
の
無
断
利
用
で
あ
る
、
と
い
う
考
え
方
か
ら
出
て
く

る
。
本
を
レ
コ
ー
ド
に
、
図
書
館
を
貸
し
レ
コ
ー
ド
屋
に
置
き
換
え
す
れ
ば
、

こ
の
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
ま
た
こ
の
年
の
法
改
正
で
、
自
由
業
の
も
の
に
も

公
的
年
金
を
受
給
で
き
る
可
能
性
が
開
か
れ
た
。
作
家
が
自
ら
を
自
由
業
と
規

定
せ
ず
、
雇
用
関
係
に
似
た
も
の
と
定
義
す
る
よ
う
な
認
識
の
変
化
は
、
多
分

に
作
家
の
活
動
範
囲
が
、
活
字
か
ら
、
他
の
メ
デ
ィ
ア
、
例
え
ば
ラ
ジ
オ
、
テ

レ
ビ
な
ど
に
重
点
が
移
っ
て
お
り
、
個
人
の
創
造
か
ら
、
集
団
の
創
造
へ
と

変
化
し
、
粋
宮
澤
里
皇
国
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
留
日
ｇ
里
皇
国
と
い
う
方

が
、
よ
り
現
実
に
合
っ
て
い
る
、
と
い
、
フ
よ
う
な
状
況
か
ら
来
て
い
る
。
作
家

の
「
活
字
離
れ
」
と
い
う
現
象
は
、
も
ち
ろ
ん
オ
ー
デ
ィ
オ
ヴ
ィ
ジ
ュ
エ
ル
な

メ
デ
ィ
ア
の
方
が
金
に
な
り
、
生
活
が
安
定
す
る
こ
と
か
ら
来
て
い
る
が
、
こ

の
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
で
は
、
作
家
は
自
分
の
創
意
か
ら
物
を
生
み
出
す
、
と
い

う
よ
り
も
、
委
託
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
い
わ
ゆ
る
「
作
家
の
自
由
」
を

放
棄
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
雪
房
忠
己
葛
○
言
言
呉
に
よ
る
と
、
一
九
七
○

～
七
二
年
の
自
由
文
筆
家
の
数
は
七
、
二
○
○
人
と
さ
れ
、
そ
の
内
の
五
分
の

二
は
新
聞
・
雑
誌
、
三
分
の
一
は
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
、
五
分
の
一
は
出
版
、
五

”

パ
ー
セ
ン
ト
は
映
画
を
主
と
し
た
活
動
領
域
に
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
作
家
が

一

五
一
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置
か
れ
た
こ
の
よ
う
な
現
状
か
ら
、
く
め
が
労
働
組
合
に
加
入
し
た
の
は
、
別
に

不
思
議
な
ス
テ
ッ
プ
で
は
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
一
九
七
三
年
、
く
め
は
印
刷
．

製
紙
産
業
組
合
（
畠
己
目
鼻
巨
己
勺
壱
肘
己
に
参
加
を
決
定
、
三
分
の
二
の
ぐ
の

の
会
員
が
労
働
組
合
員
に
な
っ
た
。
も
っ
と
も
ぐ
の
の
労
組
加
入
に
反
対
し
た

作
家
達
も
多
く
い
て
、
同
じ
年
の
一
九
七
三
年
に
、
『
自
由
ド
イ
ツ
作
家
同
盟
』

（
ｖ
卑
凰
角
己
２
厨
ｇ
閏
シ
三
日
ｇ
ぐ
国
富
呂
八
、
略
し
て
甸
己
ど
が
く
の
か
ら

分
裂
し
た
こ
と
も
触
れ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
司
己
シ
は
ぐ
の
と
は
違
っ
て
、

労
働
者
と
し
て
の
身
分
の
向
上
を
計
る
こ
と
だ
け
を
目
的
と
す
る
の
で
は
な

側

く
、
作
家
の
「
倫
理
上
、
政
治
上
の
使
命
」
を
も
重
要
視
す
る
の
だ
と
し
て
い

る
。
そ
れ
に
も
か
ゞ
わ
ら
ず
、
確
か
に
自
己
を
「
労
働
者
に
近
似
す
る
存
在
」

と
規
定
し
た
の
は
大
き
な
変
化
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
政
治
法
律
上
の
動
き
と
あ
い
ま
っ
て
、
作
家
た
ち
は
出
版
社
で

の
発
言
権
を
強
め
よ
う
と
努
め
て
い
る
。
作
家
た
ち
が
直
接
出
版
社
経
営
に
乗

り
出
し
た
り
、
経
営
参
加
に
成
功
し
た
り
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
雪
括
曾
言
呂

社
や
ご
逗
品
需
社
で
は
作
家
も
共
同
決
定
権
を
有
し
、
利
益
配
分
に
与
っ
て

い
る
。
弓
言
異
閏
蔚
１
括
Ｑ
ｇ
シ
三
日
ｇ
社
や
野
呂
弄
異
社
で
は
共
同
経
営
者

と
な
り
、
Ｐ
月
三
国
冨
邑
社
で
は
作
家
達
は
拒
否
権
を
有
し
て
い
る
。
雪
長
ｇ
‐

冨
呂
社
の
実
験
が
行
き
詰
ま
る
と
、
そ
こ
か
ら
宛
三
宮
ｇ
社
が
分
離
し
た
。

又
、
大
手
出
版
社
に
属
し
な
が
ら
、
作
家
の
責
任
に
お
い
て
出
版
す
る
も
の
と

し
て
は
、
国
閂
毎
房
目
四
回
邑
系
の
シ
三
日
ｇ
両
９
画
目
や
困
昌
言
寓
言
鼻
の
子
会

社
、
蜀
厨
９
国
社
に
属
す
る
雪
の
具
胃
①
勝
Ｆ
岸
閂
異
貝
号
『
シ
三
日
ｇ
Ｑ
閏

シ
号
の
房
言
呈
が
あ
る
。
迄
の
関
連
に
お
い
て
は
ぐ
①
『
一
括
号
『
シ
三
○
『
ｇ
ラ

ラ
ン
ク
フ
ル
ト
）
の
名
も
挙
げ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
ま
で
の
話
は
作
家
に
な
っ
て
い
る
人
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
作
家
に
な

一
九
六
八
年
以
降
の
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
文
学
産
業
ｌ
管
理
さ
れ
た
書
籍
（
楠
根
重
和
）

ろ
う
と
す
る
人
を
文
学
産
業
の
選
別
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
待
ち
構
え
て
い
る
。
日
本

に
比
べ
て
、
新
人
発
掘
に
適
し
た
雑
誌
は
少
数
の
例
外
を
除
い
て
（
シ
言
ｇ
訂

や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
日
目
易
宣
冒
①
な
ど
）
、
西
ド
イ
ツ
で
は
存
在
し
な
い
。
ま

た
文
学
賞
や
振
興
賞
も
、
半
分
は
名
誉
賞
で
あ
り
、
少
寄
＆
‐
己
与
言
賞
や

国
四
ｓ
目
目
ご
賞
な
ど
の
例
外
を
除
い
て
は
、
印
刷
さ
れ
て
い
な
い
原
稿
を
対
象

と
し
て
お
ら
ず
、
有
名
な
作
家
の
間
で
タ
ラ
イ
回
し
さ
れ
て
お
り
、
本
当
に
必

要
な
人
に
は
与
え
ら
れ
な
い
。
そ
れ
と
、
文
学
賞
の
受
賞
も
、
西
ド
イ
ツ
で
は

本
の
売
れ
行
き
に
対
し
て
、
決
定
的
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
な
い
、
と
言
わ

６

れ
て
い
る
。
原
稿
を
直
接
出
版
社
に
送
り
付
け
て
も
採
用
さ
れ
る
見
通
し
は
ま

ず
な
い
。
国
９
毎
房
目
四
口
口
社
に
送
ら
れ
て
き
た
一
、
五
○
○
の
原
稿
の
内
、
日

の
目
を
見
る
の
は
二
原
稿
だ
け
で
、
司
勝
呂
閂
社
に
送
り
付
け
ら
れ
た
一
、
○
○

’

○
の
原
稿
の
内
、
そ
れ
は
一
つ
だ
け
だ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
作
家

に
な
る
一
番
の
可
能
性
は
、
出
版
社
お
抱
え
の
作
家
を
通
じ
、
原
稿
監
定
人

Ｐ
異
さ
己
に
原
稿
を
読
ん
で
も
ら
ミ
フ
こ
と
で
あ
る
が
、
今
迄
見
て
き
た
よ
、
フ

に
、
文
芸
出
版
社
の
寡
占
状
態
が
強
ま
っ
て
行
く
中
で
、
特
定
の
席
寓
目
に
権

限
が
集
中
す
る
危
険
性
が
存
在
す
る
。
ミ
ニ
出
版
社
、
あ
る
い
は
ア
ル
タ
ナ

テ
ィ
ー
フ
出
版
社
か
ら
著
名
な
作
家
に
な
れ
る
可
能
性
は
、
ご
く
少
数
の
例
外

を
除
け
ば
、
ま
ず
な
い
と
断
定
で
き
る
。

次
に
話
を
書
店
に
移
す
が
、
西
ド
イ
ツ
で
は
日
本
の
そ
れ
と
比
べ
て
書
店
の

数
が
極
め
て
少
い
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
を
補
う
形
で
ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
が
存
在
す

る
こ
と
は
、
も
う
す
で
に
述
べ
た
。
書
店
は
、
『
ド
イ
ツ
書
籍
取
引
組
合
』
（
ｖ

団
胃
の
ｇ
蔚
吊
旨
号
の
己
呂
誘
９
９
国
月
三
目
号
房
八
）
に
加
入
し
て
、
組
合
員

の
機
関
紙
と
し
て
、
『
ド
イ
ツ
書
籍
取
引
組
合
新
聞
』
（
ｖ
己
閉
団
寄
附
弓
巨
陣
言

号
自
己
①
三
の
９
２
国
巨
呂
冨
呂
堅
八
）
を
持
っ
て
お
り
、
読
者
の
情
報
サ
ー
ビ
ス

一

五

二
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と
し
て
は
、
Ｖ
Ｐ
詳
八
と
い
う
雑
誌
を
発
行
し
て
い
る
。
ま
た
そ
れ
以
外
に
、
広
告

代
理
店
困
胃
９
房
侭
社
を
通
じ
て
勺
詞
紙
ｖ
団
巨
目
鼻
三
里
八
を
作
ら
せ
て

い
る
。
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
店
頭
で
無
料
で
配
布
さ
れ
る
と
共
に
、
弓
同
国
や

宮
電
Ｒ
ｇ
ｑ
の
特
急
列
車
の
中
に
も
置
か
れ
て
い
る
。
ま
た
特
定
の
書
店
が
集
っ

て
、
Ｖ
Ｐ
朋
闇
凰
呂
目
八
と
い
、
フ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
発
行
さ
れ
て
い
る
。

書
店
の
部
門
で
も
、
合
理
化
、
産
業
化
の
傾
向
は
否
定
で
き
な
い
。
「
本
の
発

行
か
ら
書
店
で
の
販
売
停
止
ま
で
の
期
間
が
短
く
な
っ
て
い
て
、
以
前
は
文
芸

書
の
サ
イ
ク
ル
は
一
○
年
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
だ
っ
た
の
に
、
今
日
で
は
平
均

二
、
三
年
に
短
縮
さ
れ
、
個
々
の
ケ
ー
ス
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
以
下
の
も
の
も

”

あ
る
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
書
籍
の
「
永
遠
の
価
値
」
と
い
う
神
話
は
、
こ
の

方
面
か
ら
も
疑
わ
し
い
も
の
に
な
る
。
で
き
る
だ
け
在
庫
を
少
く
し
よ
う
と
す

る
余
り
、
本
は
は
っ
き
り
と
、
ご
く
わ
ず
か
の
、
発
行
部
数
の
多
い
儲
か
る
本

と
、
多
く
の
損
を
す
る
本
に
二
分
さ
れ
る
傾
向
が
あ
り
、
中
間
の
も
の
が
少
く

㈱

な
っ
て
く
る
。

そ
の
結
果
書
店
は
回
転
の
速
い
儲
か
る
本
だ
け
を
取
り
扱
う
傾
向
に
あ
り
、

い
わ
ゆ
る
肩
の
こ
ら
な
い
本
ば
か
り
を
置
き
た
が
り
、
小
出
版
社
の
、
得
て
し

て
要
求
度
の
高
い
、
実
験
的
な
文
芸
書
は
書
店
か
ら
敬
遠
さ
れ
る
破
目
に
な
る
。

ま
た
出
版
社
の
方
も
儲
か
る
見
込
み
が
な
い
書
籍
の
初
版
の
部
数
を
で
き
る
だ

け
二
、
○
○
○
部
以
下
に
し
て
、
損
金
を
少
く
し
よ
、
フ
と
す
る
。

本
が
商
品
と
し
て
の
性
格
を
持
て
ば
持
つ
程
、
い
わ
ゆ
る
ま
と
も
な
本
が
、

ご
く
少
数
の
専
門
店
以
外
に
は
見
ら
れ
な
く
な
り
、
一
方
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
や

消
耗
品
と
し
て
の
本
は
、
キ
オ
ス
ク
や
本
の
セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
店
、
百
貨
店
、

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
コ
ー
ヒ
ー
豆
販
売
店
な
ど
で
売
ら
れ
、
書
籍
は
書
店

で
と
い
、
フ
考
え
方
は
通
用
し
な
く
な
る
。

一
九
六
八
年
以
降
の
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
文
学
産
業
‐
１
１
管
理
さ
れ
た
書
籍
（
楠
根
重
和
） ま

た
売
れ
行
き
が
悪
く
、
今
後
と
も
売
れ
る
見
通
し
の
た
た
な
い
本
は
、
著

者
の
承
認
を
得
て
、
早
い
時
点
で
投
げ
売
り
完
四
目
の
呂
冨
己
邑
さ
れ
る
。
こ
の

場
合
こ
の
本
は
も
ち
ろ
ん
定
価
（
ぐ
閏
豆
己
二
号
閏
卑
①
豆
を
離
れ
、
製
造
原
価

で
投
げ
売
り
さ
れ
、
作
家
に
は
一
文
も
入
っ
て
こ
な
い
。
こ
う
い
っ
た
本
で
商

売
し
て
い
る
の
が
通
信
販
売
書
店
（
ぐ
閂
囲
己
言
呂
毒
呂
庁
己
や
、
新
刊
の
古

本
屋
（
三
○
号
昌
朋
シ
ョ
菖
呂
凰
胃
）
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
に
見
て
き
た
よ
》
フ
に
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
の
み
力
点
を
置
き
、
在

庫
を
出
来
る
限
り
少
く
し
、
本
の
回
転
を
速
め
る
と
い
う
状
況
で
は
、
普
通
の

書
店
に
お
い
て
、
ま
と
も
な
文
芸
書
や
社
会
批
判
的
な
本
を
置
く
こ
と
は
困
難

に
な
っ
て
き
て
い
る
。
（
最
近
は
日
本
の
書
店
で
も
全
く
同
じ
現
象
が
見
ら
れ
る

が
）
こ
う
し
た
事
態
を
自
ら
の
手
で
回
避
し
よ
う
と
し
て
、
作
家
が
一
九
七
三

年
ミ
ュ
ン
ヒ
ェ
ン
で
独
自
の
書
店
金
具
員
ｇ
言
呂
冨
呂
盲
信
）
を
作
っ
た
。
七

六
年
に
は
ベ
ル
リ
ン
、
七
九
年
に
は
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
も
支
店
が
お
か
れ
た
。

作
家
達
は
出
資
金
一
、
○
○
○
マ
ル
ク
を
出
し
、
そ
の
代
り
年
五
％
の
配
当
金

を
受
け
取
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
書
店
で
は
、
内
外
の
文
芸
書
、

そ
れ
も
ミ
ニ
出
版
社
の
も
の
を
含
め
て
常
時
在
庫
を
貯
え
、
ま
た
作
家
と
読
者

の
コ
ン
タ
ク
ト
を
直
接
取
れ
る
よ
雲
フ
な
催
物
も
行
わ
れ
て
い
る
。

本
の
商
品
化
に
関
し
て
見
落
し
て
い
け
な
い
の
は
冊
子
小
説

缶
旦
笥
○
目
目
）
の
存
在
で
あ
る
。
週
刊
、
隔
週
刊
と
、
い
ろ
ん
な
も
の
が
あ
る

が
、
主
と
し
て
キ
オ
ス
ク
や
百
貨
店
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
売
ら
れ
、
一

部
が
九
○
フ
ェ
ニ
ヒ
と
安
い
。
年
間
の
総
発
行
量
三
億
四
、
○
○
○
万
～
三
億

七
、
○
○
○
万
冊
（
一
九
七
一
年
）
と
気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
売
れ
行
き
で
あ

る
。
冊
子
小
説
の
場
合
、
特
に
問
題
と
な
る
の
は
、
出
版
社
の
指
導
と
作
家
側

の
自
主
規
制
に
よ
っ
て
内
容
が
決
め
ら
れ
、
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
に
な
ら
ざ
る
を

五
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得
な
い
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
例
え
ば
政
治
問
題
は
取
り
扱
わ
な
い
と
か
、
作

品
に
は
必
ず
善
人
を
登
場
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
な
ど
。
冊
子
小
説
を

マ
イ
ナ
ー
な
も
の
で
取
り
上
げ
る
価
値
が
な
い
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
何
故
な

ら
、
冊
子
小
説
の
読
者
層
は
保
守
的
な
階
層
に
属
し
て
は
い
て
も
、
本
を
読
む

階
層
に
属
し
て
お
り
、
必
ず
し
も
学
歴
の
低
い
、
低
所
得
階
層
と
は
限
ら
な
い

鯛
鯛

か
ら
で
あ
る
。
一
九
七
四
年
の
冊
子
小
説
を
発
行
す
る
会
社
の
調
査
に
よ
れ

ば
、
規
則
的
に
国
民
の

三
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
が
女
性
物
（
写
ｇ
ｇ
ｇ
目
目
色
や
運
命
物
（
粋
三
烏
‐

困
房
３
日
四
月
）

一
○
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
が
推
理
物
、

六
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
が
ウ
ェ
ス
タ
ン
物

三
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
が
Ｓ
Ｆ
物

二
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
が
恐
怖
物

一
二
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
が
ク
イ
ズ
冊
子
を
読
ん
で
い
る
。

最
後
に
本
と
読
者
と
の
関
係
に
目
を
転
じ
た
い
。

（
一
○
年
以
上
も
前
の
統
計
で
あ
る
が
）
本
を
買
う
動
機
を
購
読
者
に
尋
ね
る

、
ン
″
｝
、

一
八
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
は
テ
レ
ビ
を
見
て
、

一
○
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
は
ラ
ジ
オ
を
聴
い
て
、

一
八
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
は
新
聞
の
書
評
を
読
ん
で
、

一
三
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
は
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ー
で
見
て
、

一
八
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
は
カ
タ
ロ
グ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
見
て
、

九
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
は
出
版
社
の
広
告
を
見
て
、

鋤

と
答
え
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
あ
る
本
が
売
れ
る
た
め
に
、

一
九
六
八
年
以
降
の
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
文
学
産
業
‐
１
１
管
理
さ
れ
た
書
籍
（
楠
根
重
和
）

特
に
重
要
な
の
は
、
そ
の
本
に
対
し
て
充
分
な
広
告
費
が
か
け
ら
れ
る
か
ど
う

か
、
新
聞
・
雑
誌
で
書
評
が
掲
載
さ
れ
る
か
ど
う
か
、
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
で
紹

介
さ
れ
る
か
ど
う
か
、
そ
し
て
そ
そ
も
そ
も
そ
の
本
が
書
店
に
置
か
れ
る
か
ど

う
か
で
あ
る
。
そ
し
て
最
後
に
挙
げ
た
段
階
、
す
な
わ
ち
ど
の
本
を
店
に
並
べ

る
か
の
決
定
以
前
に
、
多
く
の
判
断
が
下
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
イ
ン
サ
イ

ダ
ー
で
な
い
一
般
読
者
は
批
評
家
の
判
断
を
拠
り
所
に
す
る
他
な
い
の
で
あ

る
。
実
際
に
本
を
買
っ
て
読
ま
な
く
て
も
、
書
評
を
読
む
人
は
多
い
。
従
っ
て

批
評
家
は
作
家
に
対
し
て
生
殺
与
奪
の
権
を
有
し
て
い
る
、
と
も
言
え
る
。
と

こ
ろ
が
批
評
家
と
言
え
ど
も
、
す
べ
て
の
本
に
目
を
通
す
の
は
不
可
能
で
あ
り
、

鋤
鯏

そ
の
判
断
に
は
、
「
恋
意
」
ば
か
り
か
、
「
偶
然
」
が
入
り
込
む
余
地
が
多
い
。

ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
に
し
て
も
事
情
は
そ
れ
以
上
に
悪
く
、
一
部
を
紹
介
す
る
だ

け
で
あ
り
、
こ
れ
ら
批
評
家
の
判
断
が
読
者
の
中
で
増
幅
さ
れ
る
こ
と
は
、
想

像
に
難
く
は
な
い
・

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
リ
ス
ト
も
購
読
決
定
に
少
な
か
ら
ざ
る
影
響
を
与
え
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
リ
ス
ト
は
余
り
信
用
が
置
け
ず
、
操
作
さ
れ
て
い
る

㈹

可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
閃
四
日
の
侭
閂
は
指
摘
し
て
い
る
。

本
の
操
作
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
を
人
意
的
に
生
み
出
せ

る
か
、
と
い
、
フ
問
題
を
考
え
て
み
た
い
。
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作
り
に
失
敗
し
て
い

る
例
や
、
成
功
し
て
い
る
例
も
あ
っ
て
、
一
概
に
宣
伝
を
か
け
れ
ば
良
い
と
は

言
え
な
い
面
が
あ
る
が
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
を
人
意
的
に
作
り
出
す
副
作
用
と
し

て
、
普
通
の
本
の
発
行
部
数
が
従
来
の
平
均
し
て
、
四
、
○
○
○
～
六
、
○
○

○
冊
あ
っ
た
も
の
が
、
現
在
で
は
二
、
○
○
○
～
三
、
○
○
○
冊
に
半
減
し
て

＃

い
る
こ
と
が
圃
言
目
閏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
も
売
れ

る
本
と
売
れ
な
い
本
と
い
う
、
本
の
世
界
の
二
極
分
化
現
象
が
進
行
し
て
い
る
。

一
五
四
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西
ド
イ
ツ
で
広
告
費
を
多
量
に
投
下
し
て
、
意
図
的
に
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
を

作
っ
た
典
型
的
な
ケ
ー
ス
は
、
一
九
七
○
年
の
卑
言
三
○
豆
自
社
の
そ
れ
で

あ
る
。
西
ド
イ
ツ
の
角
川
商
法
と
も
言
う
べ
き
手
段
が
構
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
ケ
ー
ス
と
い
、
フ
の
は
、
聖
屋
①
窓
己
〆
口
呉
の
自
叙
伝
を
売
り
出
す
た
め
に
、

こ
の
出
版
社
は
二
五
○
、
○
○
○
マ
ル
ク
を
注
ぎ
込
む
。
こ
の
本
の
発
行
は
七

○
年
八
月
。
一
月
に
は
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
張
ら
れ
、
前
述
し

た
業
界
紙
、
ｖ
国
寄
開
弓
匿
茸
震
『
号
邑
己
２
厨
９
２
国
巨
呂
冨
己
里
八
に
三
ケ

月
以
上
に
も
わ
た
っ
て
、
二
ペ
ー
ジ
大
の
広
告
。
五
月
に
は
試
読
用
の
本
、
レ

コ
ー
ド
、
著
者
の
サ
イ
ン
入
り
絵
葉
書
が
書
店
に
並
ぶ
。
次
は
一
時
間
に
わ
た

る
〆
己
凰
と
の
テ
レ
ビ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。
八
月
に
な
る
と
、
各
新
聞
に
一
斉
に
広

告
、
た
ち
ま
ち
の
内
に
、
国
日
勝
も
勝
毎
目
鼻
の
『
ド
ク
ト
ル
・
ジ
バ
ゴ
』
（
ｖ

己
。
寓
目
汗
三
尋
括
○
八
（
一
九
五
八
年
）
に
匹
敵
す
る
大
ブ
ー
ム
が
起
こ
る
。

三
○
匡
呂
社
の
ケ
ー
ス
は
そ
れ
以
来
、
他
の
出
版
社
に
も
真
似
ら
れ
、
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
を
目
指
す
本
の
広
告
代
は
八
○
、
○
○
○
～
一
五
○
、
○
○
○
マ
ル
ク
が

普
通
に
な
り
、
ま
た
作
家
の
方
も
閑
邑
臥
の
例
に
な
ら
っ
て
、
広
告
費
を
多
く
か

け
る
よ
、
フ
要
求
し
、
サ
イ
ン
会
に
積
極
的
出
か
け
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
と
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
計
画
さ
せ
、
本
の
装
丁
に
も
口
や
か
ま
し
く
な
っ
た
、
と
言
わ

ぃ

れ
て
い
る
。
ま
た
も
、
ソ
一
つ
別
の
例
と
し
て
勺
目
言
の
は
冨
胃
は
ロ
⑦
吊
琶
早

口
堅
言
の
ケ
ー
ス
を
挙
げ
て
い
る
。
彼
は
何
週
間
に
も
わ
た
っ
て
朗
読
会
の
旅

鯏

に
出
か
け
、
そ
の
距
離
は
二
四
、
○
○
○
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
も
達
し
た
。

私
は
こ
れ
ま
で
宛
８
９
は
○
己
の
前
提
に
よ
る
卑
呂
昊
画
目
と
己
厨
三
宮
‐

は
ｇ
を
見
て
き
た
。
そ
し
て
作
者
と
読
者
を
繋
ぐ
の
は
、
関
心
で
は
な
く
、
利

益
で
あ
り
、
勺
３
号
再
ざ
国
も
己
厨
曾
昏
三
旨
邑
の
ど
の
段
階
で
も
、
そ
れ
に
対
抗

す
る
ま
だ
弱
い
動
き
は
存
在
す
る
が
、
管
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

一
九
六
八
年
以
降
の
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
文
学
産
塞
奉
１
１
管
理
さ
れ
た
書
籍
（
楠
根
重
和
） て

き
た
。
そ
し
て
「
管
理
さ
れ
た
本
」
と
い
う
西
ド
イ
ツ
の
現
象
が
日
本
に
も
、

い
や
我
が
国
に
お
い
て
は
一
層
先
鋭
化
さ
れ
た
形
で
出
現
し
て
き
て
い
る
こ
と

を
嘆
く
者
で
あ
る
。
そ
し
て
一
般
読
者
が
最
後
の
宛
９
９
画
目
も
他
人
に
委
ね

て
し
ま
っ
て
、
そ
れ
も
管
理
さ
せ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ

と
を
恐
れ
る
者
で
あ
る
。
こ
の
論
文
が
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
、
そ
う
さ
せ
な

い
た
め
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
な
こ
と
で
あ
る
。

（
ご
宍
ｇ
Ｐ
甸
風
①
Ｑ
ゴ
の
言
罠
め
の
言
黙
厨
蔚
一
一
国
匡
口
・
の
。
言
黙
厨
扇
一
毎
コ
の
吾
鰹
ロ
ロ
①
、
聾
昌
員
画
風

（
雪
【
の
《
園
｝
①
ユ
』
や
司
画
の
．
』
つ
画
哺

（
ご
ロ
ー
ョ
ロ
室
．
冨
○
己
涛
“
亜
門
笄
閂
四
ユ
胃
彦
①
宍
○
目
目
匡
己
弄
鼻
旨
邑
ロ
ロ
・
の
①
す
『
画
匡
の
ぎ
の
言
の
風
．

国
○
国
国
（
国
○
匡
ぐ
肘
ユ
』
や
函
暘
切
骨
、
」

（
巴
⑦
『
の
ぐ
①
Ｐ
］
○
の
ぎ
①
ご
“
国
①
ヨ
①
Ｈ
戸
口
ロ
ｍ
の
。
圃
匡
『
の
○
凰
○
さ
四
①
Ｑ
の
の
旧
詳
の
Ｈ
ｇ
宮
『
ず
①
耳
冷
す
の
．

言
叩
シ
『
ロ
○
昼
〉
国
①
言
圃
Ｆ
匡
口
言
億
〔
函
易
巴
恥
匡
蔚
国
冨
ご
曾
凰
の
ご
言
旦
臼

国
匡
己
①
閏
８
号
一
房
口
呂
厨
呂
冨
呂
．
冨
冒
９
２
（
巴
冨
８
房
営
十

弄
ユ
註
穴
）
］
や
函
罵
》
の
．
』
程

（
む
く
巴
．
三
房
壷
座
》
宍
“
ユ
三
冑
汽
匡
靭
同
旨
穴
３
国
圃
霊
『
ｇ
の
匡
房
国
冨
試
冒
”
両
ロ
閉
口
吾
閏
‐

ぬ
閏
》
畠
四
口
の
三
四
ｍ
口
匡
の
〔
国
耐
巴
皿
宍
匡
厨
ず
自
の
ず
ぷ
．
甸
『
四
口
弄
昏
風
四
三
．

（
⑫
ロ
ゴ
『
天
国
閂
ご
ロ
）
程
⑮
の
輿
の
．
骨
の
④
１
浬
、
の

（
望
二
三
の
闘
邑
具
少
昌
・
吊
画
の
］
○
弓
色
ロ
ロ
①
辺
司
○
言
ウ
９
Ｆ
【
日
置
“
匡
房
国
目
『
宮
口
・
○
廟
の
貝
一
行
亭

斎
詳
言
Ｑ
閏
国
自
己
朋
吊
冒
匡
涛
口
２
国
普
両
己
．
冨
辱
ご
ｇ
ｇ
窟
“
早

の
①
ユ
』
や
「
・
の
．
、
函
哺

（
９
国
胃
陥
己
ぐ
①
吊
旨
Ｑ
の
の
Ｑ
①
具
胃
ど
の
口
国
匡
ｏ
ゴ
ロ
煙
ご
Ｑ
①
房
の
、
ぐ
．
〔
国
勗
い
〕
亜
国
匡
の
彦
匡
目
・

国
匡
の
ぽ
ず
画
ご
Ｑ
堅
旨
園
四
三
①
ロ
シ
巨
凋
画
す
①
ご
詮
．
司
国
口
穴
言
耳
Ｐ
三
・

（
国
巨
の
ぎ
ぎ
醒
冒
巳
閏
ぐ
①
扇
旨
侭
匡
邑
巴
乞
窒

（
ご
句
①
Ｑ
①
『
弓
①
ロ
ー
罰
○
の
六
＠
詞
の
ご
異
①
”
弓
四
口
圃
匡
ョ
Ｑ
①
己
Ｐ
＄
閂
．
旨
》
シ
『
。
○
冨
岬
四
．
Ｐ
○
・
》
の
．

』
一
四

（
雲
聾
日
朋
．
ロ
厨
厨
司
ｐ
ｇ
Ｆ
の
貢
ｇ
ｏ
号
同
ｖ
雪
国
ウ
言
言
尭
八
旨
”
シ
ｇ
ｏ
匡
酋
．
四
○
・
・
い

一
五
五
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』
や
い

Ｇ
）
出
川
沙
美
雄
「
物
語
世
界
の
書
籍
出
版
社
」
（
日
本
エ
デ
イ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
）
一
九
八

一
一
一

（
こ
）
伊
伊
○
．
ゞ
の
の
《
Ｐ
の
．
ご

色
二
三
三
の
の
四
口
９
句
○
弓
『
ず
の
ｏ
穴
恥
四
四
○
・
・
の
．
臼

（
届
）
宛
○
の
圃
旨
の
穴
下
目
①
『
旨
ご
頤
犀
Ｈ
ｐ
Ｑ
當
日
己
の
国
の
口
四
昌
堅
①
目
困
“
巨
宮
ぐ
○
『
胃
三
四
ｍ
召
四
国
ロ

●

冒
叩
シ
ｇ
ｏ
豆
“
Ｐ
伊
○
．
》
の
」
屋

（
届
）
ぐ
○
昼
甸
ユ
①
Ｑ
己
。
彦
轆
ぐ
の
ユ
四
ｍ
の
ロ
。
Ｑ
Ｑ
①
具
の
ｏ
画
の
⑦
の
函
の
。
葛
四
風
切
一
一
庁
目
白
【
の
．
ミ
ヨ

（
Ｅ
）
ぐ
○
詳
・
・
Ｐ
Ｐ
Ｏ
・
〉
の
《
認

（
温
）
の
ｏ
彦
匡
す
①
再
》
○
百
国
の
ｇ
ロ
ゴ
”
シ
一
扇
『
ロ
呉
弓
の
匡
蔚
【
四
目
『
の
園
①
口
①
ヨ
Ｑ
①
『
国
匡
ｐ
堅
の
の
『
①
ロ
ロ
三
房

己
①
昌
門
ご
四
目
Ｑ
冒
亜
シ
門
口
○
国
”
Ｐ
Ｐ
Ｏ
．
〕
の
．
届
の

（
届
）
国
ご
頤
里
》
勺
①
房
旦
詞
毒
の
旨
号
の
侭
雪
諺
邑
ご
ｍ
あ
の
言
匡
す
の
目
．
○
言
房
ｇ
ロ
ゴ
〔
国
『
の
い
〕
亜
国
四
コ
Ｑ
ず
屋
の
弓

Ｑ
ｑ
Ｑ
の
昌
閂
毒
の
己
『
四
ｏ
言
い
①
ご
巴
房
『
口
昌
き
め
己
屋
蔚
吋
胃
匡
『
・
目
ユ
閏

（
、
Ｑ
岸
一
○
口
の
庁
『
、
ぐ
①
學
惇
や
、
戸
の
．
ｍ
Ｆ
ｍ
．
、
ｍ

（
弓
）
ぐ
巴
．
三
三
の
の
四
口
島
甸
○
二
『
ず
の
、
弄
地
四
．
Ｐ
○
・
・
の
き

（
崖
）
罰
○
の
圃
旨
の
穴
望
Ｉ
目
①
『
旨
ご
ｍ
坤
言
シ
『
ご
○
丘
”
Ｐ
Ｐ
Ｏ
・
・
の
』
弓

（
ご
）
詞
○
の
圃
言
呉
望
１
月
閂
旨
ご
胸
恥
旨
シ
門
口
○
昼
》
四
・
“
．
○
・
》
の
．
』
屋

宙
ｅ
三
三
の
の
四
口
巳
甸
○
三
『
ず
①
ｏ
弄
亜
Ｐ
Ｐ
Ｏ
・
・
の
．
国

（
国
）
甸
○
琶
号
①
ｏ
凌
尿
四
ユ
四
之
冨
①
の
四
口
ｇ
少
。
Ｑ
『
の
画
の
］
○
画
四
口
口
①
の
“
口
角
シ
ｇ
ｏ
『
①
己
『
①
Ｃ
Ｏ
風
．
宛
の
言
‐

ず
①
ｎ
戸
ウ
凰
国
四
日
ご
匡
『
ぬ
（
丙
○
葛
○
三
与
乞
己
》
の
．
画
岳

（
圏
）
の
ｏ
雪
三
①
ロ
函
の
『
》
困
四
ロ
ロ
①
の
恥
匡
扁
『
四
目
『
己
『
○
・
宮
宍
喬
さ
己
．
の
ｇ
茸
ｍ
画
風
（
言
①
冒
一
の
『
）
ご
己
》
の
．

』
』
一

（
圏
）
シ
『
ロ
○
昼
》
国
の
旨
圃
Ｆ
匡
昌
ご
侭
坤
ロ
の
『
の
ｏ
弓
α
ロ
①
宍
四
目
涛
卸
園
①
Ｉ
］
○
ず
○
回
の
同
ロ
の
『
の
○
ぬ
①
‐

ロ
四
邑
昌
①
坤
凰
①
（
冨
厨
開
口
閏
彦
呉
匡
骨
壷
巴
の
、
ゴ
ユ
津
既
巴
庁
『
宮
口
・
宍
『
言
弄
９

旨
恥
シ
『
ご
○
己
１
口
汚
行
乏
月
環
二
の
四
ウ
①
ｐ
固
い
冒
四
ミ
シ
Ｒ
ｐ
ｏ
屋
》
函
①
ヨ
圃

門
匡
警
ご
侭
〔
国
刷
い
〕
“
匡
扁
『
四
国
の
ｏ
写
①
の
Ｆ
①
す
①
ロ
旨
Ｑ
①
『
国
ロ
ロ
・
の
閏
①
ロ
ロ
マ

一
房
．
印
冒
茸
ｍ
画
風
（
詞
の
ｇ
閏
巳
こ
ろ
》
の
．
麗

重
）
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
キ
ァ
ウ
レ
ー
ン
〔
墨
画
号
言
》
毒
“
言
『
〕
「
わ
が
友
・
出
版
人
ｌ
エ
ル

一
九
六
八
年
以
降
の
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
文
学
産
業
ｌ
管
理
さ
れ
た
書
籍
（
楠
根
重
和
）

ン
ス
ト
・
ロ
ー
ヴ
ォ
ル
ト
と
そ
の
時
代
」
（
社
会
評
論
社
）
一
九
八
三
二

九
三
ペ
ー
ジ
。

（
誤
）
ぐ
巴
．
雪
耐
の
煙
ロ
島
司
○
寓
意
鼻
“
卸
．
四
．
○
・
》
の
』
露
こ
の
シ
ュ
ピ
ー
ゲ
ル
ア
ン
ケ
ー
ト
に

基
づ
い
て
、
作
家
の
六
五
～
七
○
パ
ー
セ
ン
ト
が
「
労
働
者
に
近
似
す
る

存
在
」
と
さ
れ
る
。

念
ｇ
宍
３
口
“
Ｐ
Ｐ
Ｏ
・
》
切
誤

（
画
『
）
①
ず
Ｑ
・
》
の
．
や
』

宙
聖
二
三
①
の
“
ご
島
甸
○
彦
吋
す
①
ｏ
宍
“
四
四
○
・
・
の
．
骨
い

（
忠
）
宍
『
○
コ
亜
伊
Ｐ
○
・
》
切
望

ａ
ｓ
ご
く
汚
の
四
口
・
－
句
○
彦
『
ず
①
○
宍
“
Ｐ
Ｐ
Ｆ
の
．
、
つ

ぉ
ご
同
。
ｍ
の
一
》
も
の
扇
側
目
①
口
①
『
①
吋
穴
画
具
の
の
聾
四
目
の
廻
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因
ず
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、
図

表（一）

IntemationaleTitelproduktionl979biel981(UNESCO-Statis-

tik)

Titel

一
九
六
八
年
以
降
の
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
文
学
産
業
１
１
管
理
さ
れ
た
書
籍
（
楠
根
重
和
）

Land 197919801981

Belgien

China

Deutschland,Bundesrepublik

Frankreich

GroBbritannien

Indien

ltalien

Japan

Jugoslawien

Kanada

Korea,Siid-

Niederlande

Polen

Schweiz

Sowjetunion

Spanien

Tschechoslowakei

USA

10040

14738

62082

25019

41864

11087

11162

44392

12061

21793

16081

13429

11191

10765

92398

24569

10089

＊＊

9009

19109

67176

32318

48069

13148

12029

45596

11301

19063

20978

14591

11919

10362

92746

＊＊

11647

＊＊

9736

22920

59168

37308

42972

11562

13457

42217

11088

＊＊

25747

13939

10435

10544

94646

＊＊

10493

76976

**MeldungliegtderUNESCOnichtvor

表（二）

S/g"g〃"c伽較＊〃"as""g池α〃γU"zs"zl982

伽B"c〃"gγ姥E"(0""eA(加助"c〃γ)〃"α加吻γ姥E〃zﾉ0〃

"αc〃"@sα鞄76晩"た此zssg〃

(w@s"fzs""gだ〃娩雌）

Buchverlage Verlag'

(ohneAdre6biicher)Fachze

Rzc"ze"sc"〃""

Verlagevon
Fachzeitschriften

Steuerbarer

Umsatz Steuer-

inlOOODMpfichtige

Steuerbater

Umsatz

inlOOODM

Umsatzgr68enklasse
von.．､bisunter...DM

Steuer-

pfichtige

20000-50000

50000-100000

100000-250000

250000-500000

500000-1Mio.

lMio.-2Mio.

2Mio.-5Mio.

5Mio.-10Mio.

10Mio.-25Mio.

25Mio､－50Mio.

50Mio.-100Mio.

100Mjo.undmehr

'81

206

289

222

189

156

159

81

67

37

11

6

6261511701

14890533881

477158915053

800168029466

1348896143181

2252865679970

50733555167422

59159220128891

105692315246084

1‘‘｜棚Ⅲ
1240395

781131

1118789

一
五
七

Bundesgebiet 1604 5805221491 1443557
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表（三）

A〃〃γ乃彪〃md"賊0冗叱γB"""es7""6峨吻況応c"""de/"sc"Mγ""(West)加彪"惣彪I/@γﾉ岬“c〃"γ〃〃
此γ〃eγ城"#此"た〃乃彪ノ

19751977197919811983 一
九
六
八
年
以
降
の
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
文
学
産
業
１
１
管
理
さ
れ
た
書
籍

v､H・

von

2372

Verlagen

v、H・

von

34335

Titeln

v、H・

von

2084

Verlagen

v、H・

von

39026

Titeln

v､H・

von

2103

Verlagen

v，H・

von

43531

Titeln

v､H・

von

2493

Verlagen

v、H・

von

43853

Titeln

v、H・

von

2690

Verlagen

v、H・

von

45205

Titeln

Zahlder

ver6ffentlichtenTitel

1

2

3－5

6－10

11－20

21－30

31-40
41－50

51-100

iiberlOO

33.6

13.8

16.7

11.4

9．6

4．7

3.0

1．6

3.0

2．6

2．3

1．9

4．2

5．8

9．7

8．3

7．3

5.0

14.7

40.8

31.7

12.4

16.8

11.3

11.8

4．7

2．7

1．6

3．9

3．1

1．7

1．3

3．4

4．6

9．2

6．2

5．1

3.8

14.2

50.5

28.5

12.2

17.8

11.8

12.0

5．1

3．2

1．8

4．1

3．5

1．4

1．2

3．3

4．3

8．7

6．1

5．4

3.9

13.9

51.8

32.6

14.4

17.1

12.2

9．0

4．4

2．4

1．3

3．7

2．9

1．9

1．6

3．7

5．4

7．6

6．3

4．5

3.1

14.9

51.0

31.8

14.4

17.5

11.9

9．6

5．4

2．1

1．6

2．9

2．8

1．9

1．7

3．9

5．4

8．5

8．1

4．3

4.2

12.6

49.4

Jnsgesamt 100.0100．0100.0100.0100.0100.0100.0100.0100.0100.0
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